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みなさん、こんにちは
鈴木年度も、6月を迎え、残すは本日のクラブ協議会、サヨナラ例
会のみ、鈴木会長、前田幹事のこの笑顔を見てあげてください。
わたくしも副会長挨拶は、本日で最後でございますが、藤江次年
度幹事、事務局の宇都宮さんともども、準備に走り回っておりま
す。
約10年ほど前に、平野会長の元、幹事をやらせていただいたこ
ろは、会員数も55名、RIの人頭分担金も、年50ドル、比較的予算
に余裕もございましたが、次年度の人頭分担金は56米ドル、規
定審議会年次賦課金を加えますと、年57.5ドル、またガバナー月
信によりますと、これから17－18年度より、人頭分担金は、毎年4
米ドルずつ値上げするとのことで、来期はともかく、今後予算組
みには苦労しそうです。
去る6月2日、経験豊富なパスト会長の皆様に、励まされ、委員会
構成表、プログラム、予算案と、修正を繰り返し、毎日勉強させて
いただいております。新年度になりましても、ロータリーを学びの
場と考え、しっかり勉強いたしますので、引き続きご指導のほど、
よろしくお願いいたします。

幹事報告 幹事　前田房江君

①熊本地震の義援金のお礼が２７２０地区ガバナーより来て
おります。
②本日はクラブ協議会です。各委員長さんはよろしくお願い
します。
③来週はさよなら例会です。例会場変更『はなぶさ旅館』で
行います。
④苗栗ロータリークラブより木彫りの額が4つ届いておりま
す。ホストファミリーの方に贈呈したいと思いますがよろしい
でしょうか。
賛成を得たので遠藤正幸君、三田明宏君、柴崎恵子君，小
島辰夫君の４人に贈呈しました。
⑤週報の出席報告で欠席者が間違っておりますのでお知ら
せします。（２１２０回例会）



 

ＳＡＡ 　平出利之君

　年度当初、副委員長の予定が突然委員長になり最初は
戸惑いましたが、委員皆様のご協力で無事に例会運営が滞
りなくできました。また途中、登崎さんが会社の都合で退会さ
れた事も、突然でありました。
　例会や移動例会など、スムーズな運営できました事はメン
バー皆様に感謝申し上げます。また、司会者の滑舌の悪さが
露呈してしまい、ご迷惑をおかけしましたが、お許し願いたい
と思います。１年間、ありがとうございました。

クラブ管理運営委員会 委員長　矢野敏夫君

　今年度下半期のプログラムは、1月の最終例会が台湾の
交換中学生の壮行会で夜間例会に変更になった以外は、ほ
ぼ予定通りにプログラムが進行できました。
　卓話者については、上半期と異なり急な変更が多く、特に5
月12日の夜間例会は当方の不手際で卓話者がダブってしま
い、皆様方、特に卓話予定者の方に多大なご迷惑をおかけ
してしまい、誠に申し訳ありませんでした。
卓話予定者には事前に「卓話のご連絡」という連絡文を配
り、卓話日についての確認を行っていたのですが、一部うまく
機能しなかったようです。これらについては次年度にうまく引
継ぎをしていきたいと思います。
　下半期の出席率は1月88.31％、2月88.49％、3月94.08％、4
月92.93％、5月84.96％と5月は休日が多かったせいか出席率
が悪く、後期平均89.75％と90％を切ってしまったのですが、通
算出席率が90.9％なので、年間ではなんとか90％を維持でき
るかと思います。出席率の向上についても、メークアップなど
皆様方の常日頃の心掛けが大切になってくるので、何卒よろ
しくお願いします。
　以上本年度も会長、幹事、委員、事務局及び皆様方の御
協力により、何とか一年間プログラム等滞りなく務めることが
できました。
ありがとうございました。

クラブ協議会

会員増強維持委員会 委員長　花房孝光君

期首４９名の会員で始まりました。期中登崎久夫君が退会さ
れましたが、新会員の入会はなく１名減となりました。何もでき
ずに１年が過ぎ力不足を痛感しております。委員の皆様あり
がとうございました。

親睦活動委員会 委員長　宇田川茂君

４月１４日夜間親睦例会では『親睦一座10年の歩み』のビデ
オ鑑賞をしました。一話一話の物語に三島西ロータリークラ
ブの歴史と伝統を感じ取りました。とにかく皆さんはすごい！そ
れにヤジも的確で面白かったです。
　最終のイベントとして来週のサヨナラ例会・慰労激励会が
あります。会長幹事の「ご苦労様」を楽しく賑やかに行いたい
と思っています。皆様の今年度最後のご協力をお願いいた
します。

クラブ広報委員会 委員長　遠藤眞道君

　１年間、皆様のご協力により週報を例会日にお手元にお届
けすることが出来、感謝しております。会員それぞれの生い
立ち、経験、仕事の話、遊びの話、今年は週報に色々な記事
を載せることが出来ました。又、ロータリーの歴史、規約、ロー
タリアン一人ひとりが勉強しなければならない事も書面で掲
載させて頂きましたが、少しはお役に立ちましたでしょうか。
　ロータリーの友にはわがクラブの記事も載せて頂き、ロータ
リーの友が益々親しみやすくなりました。又、４月号には我々
の大先輩であります三島クラブの勝又一郎さんがクラブゴル
フで優勝した記事が載っていましたね。これからロータリーの
友を隅 ま々でゆっくり味わいながらお読みください。
　週報に対する会員の皆様の豊富な記事に感謝し報告と
いたします。

ロータリー情報委員会 委員長　勝間田信輔君

〇昨年12月7日にスルガ銀行支店長、大石さんに対し、会長、
推薦人、委員の方にも参加戴き研修を行いました。
〇1月にロータリー情報に関する卓話を行いました。
〇ロータリー規定審議会が3年に一度シカゴで4月10日から4
月15日に行われました。当クラブに関する所では
・例会について、クラブは月に少なくとも2回以上例会を行う
事、又いつどのくらいの頻度で例会を開くか、或いはキャンセ
ルするかはクラブの裁量で決められる事。
・会員の身分について、新しい試みが出来る柔軟性をクラブ
に与えられること。
・RI人頭分担金を一人当たり年4ドルずつ2020年まで毎年増
額すること。
・出席免除会員の要件の中に、在籍20年以上であることが追
加されました。
〇RIの活動月間の内容も以前と大幅に変更されています。
各委員会活動との連携を、どうはかっていくか検討する必要
を感じます。
〇予算の中でロータリー入門に関する書籍の購入をします。
以上近年クラブの裁量でクラブ運営が行われるようになって
きましたので、最新の手続要覧をご確認ください。



 

職業奉仕委員会 委員長　椙山　豊君

〇1月21日、委員長の食品製造会社の調味料、果実飲料の
製造ライン、品質管理、原料管理、保管、発送等全国ネットで
の委託製造販売製品の状況の工場見学を実施いたしまし
た。当日はクラブ会員が38名参加され、手狭な状況にてご迷
惑をおかけしました。その折には幹事、川名さん、木村さんは
じめ多くの方々にご協力をいただき感謝申し上げます。
〇甲府市にてRI第2620地区職業奉仕セミナーが開催され、
鈴木会長と椙山委員長で参加しました。
〇第5回職業奉仕委員会（スギショーテクニカルフーズ見学）
〇第6回職業奉仕委員会
委員会を開催し今年度の報告、ご協力に感謝し、以後は各
自で学習願うようにいたしました。

国際奉仕委員会 委員長　諏訪部照久君

１.苗栗ロータリークラブとの国際親善活動
平成28年3月19日（土）に苗栗RC創立45周年記念式典へ姉
妹クラブとして、会員と会員外の合計30名で出席。
2 . 苗栗交換研修中学生の受け入れを実施
1月28日̃2月2日の6日間、男子4名女子4名合計8名の中学生
を柴崎家、遠藤正幸家、三田家、小島家にホームステイでの
受け入れを実施。清水町内・三島市内の中学校や観光施設
などを訪問。今回は2620地区補助金34万円を得ましたが、4
家庭の実費負担もあり、感謝申し上げたいと思います。有難
うございました。
3 . 三島国際交流フェアーの共催活動の実施
5月22日（日）三島商工会議所会館で焼き鳥と飲み物の屋台
にて実施。
４ . 苗栗東南ロータリークラブ及び酒田東ロータリークラブと
の親善交流を促進する。3月19日の45周年記念式典場と20
日の昼食にて苗栗東南RCメンバーと親善交流。酒田東RCと
の親善交流は前年度と同様に図れず繰り越しとなった。計画
外では、4月21日の多治見RC50周年記念に鈴木会長、関本
照文、遠藤正幸メンバーが親善訪問。
　計画倒れになってしまいましたのが、交換研修中学生のＯ
Ｂ(２０歳代)への本事業へのアンケートの依頼です。上記事
業の実施のための準備等で追われてしまったこともあります
が、実際に中学生の引率で研修の現場に立ち会ってその意
義を強く実感するとともにアンケートへの意欲が萎えました。
報告書に記載したとおり、この事業の意義を両クラブの会員
が強く信じ、継続実行していくことが結果として両クラブの友
好関係の維持・発展につながっていくと思います。

社会奉仕委員会 委員長　石井良衛君

10月に見晴フェスティバルにおいて焼鳥，豚汁の提供をおこ
ないました。会員の皆様、奥様方には前日の仕込みからご
協力いただきました。機械や材料の手配では伊丹さんはじ
め元会員の瀬川さんにはとてもお世話になりました。又、藤
江さんの奥様には、里芋の皮をむかせるという大変な作業
を引き受けていただき感謝しています。
4月には三島市の障害福祉課との協力イベントでブラインド
サッカーのスポ育授業を北上小、北上中のサッカー少年団
40名相手に行いました。アスルクラロ沼津の選手の皆さんに
も協力いただきとても有意義な授業になったと思います。
地域社会に貢献する新しいロータリークラブを築いていくこ
とが今後の課題かと思います。

 

ロータリー財団米山委員会 委員長　石井　彰君

１．ロータリー財団の補助金を得るために平成27年1月18日に
ロータリー財団の勉強会に出席しました。
２．地区補助金の取得申請をし、地区補助金340,400円を取
得しました。
３．米山梅吉記念館秋季例祭に参加しました。
４．10月22日に米山奨学生の朴君の卓話を米山記念館にて
行いました。
５．11月のロータリー財団月間に卓話をしました。
６．ロータリー財団特別寄付を31名より3,600ドルを頂きました。
７．ベネファクターを鈴木会長より1,000ドルいただきました。
８．米山奨学金の寄付を41名より450,000円頂きました。



温故知新

（週報担当：遠藤眞道）

柴崎君、小島君、石井（彰）君
三田君
椙山君

おめでとう

入会記念日
奥様誕生日
結婚記念日

静岡第２分区ガバナー補佐
　　　　　　山本良一君

　ガバナー補佐の任務でありますガバナー補佐クラブ訪問は
最終となります。
　野口英一ガバナーは2620地区の目標として会員増強維持
をはじめ１０項目の目標を掲げました、進捗率また達成率はい
かがでしょうか。目標のひとつに「Ｒ財団への寄付と補助金の
積極的活用」があり、ロータリーカード加入促進を第２分区各
クラブへお願いしたところ全クラブに対応していただきました。
すべての目標達成を期待するところですが、多くの目標達成
にむけ挑戦することがクラブの活性化にもつながるのではな
いでしょうか。
　補佐の任務といたしまして、ガバナー公式訪問を支えるとあ
りますが、今年度は三島地区４クラブ（８月１９日）及び御殿場
地区３クラブ（８月２７日）の２会場の合同例会となり、ガバナー
同様２日間で済むというスケジュールでした、また合同例会は
隣接クラブ会員との懇親を深める意味では大変有意義でもあ
ります。
　２月２０日「静岡第２分区ＩＭ」は、せせらぎ三島クラブがホス
トとなり、三島市梅名のブケ東海において開催されました。講
演は今回のＩＭのテーマ「コミュニケーション力を高め、仲間を
増やそう」のもとフリーアナウンサーの平山佐知子氏によります
テーマ「思いが伝わる声・言葉」とし、コミュニケーション力の大
切さを学ぶ講演でした。続いて式典を行い、ご来賓の豊岡武
士三島市長、野口英一ガバナーからの祝辞をいただきました。
懇親会はアトラクションとして弦楽四重演奏団ｎ－カルテット、古
式武道が行われ大いに懇親を深めることができました。
　６月に入りましたが、野口ガバナーはガバナー月信６月号に
てロータリー米山記念奨学会とロータリー財団、ポリオへの寄
付はまだ受け付けておりますと呼びかけています、野口ガバ
ナーの思いが伝わってきます。
　この一年間、地区目標への挑戦、ガバナー公式訪問、静岡
第２分区ＩＭなどの諸事業を予定どおり開催することができま
したのも、会長幹事、ロータリアン皆様のご支援ご協力の結果
であります、ありがとうございました。

◆栗原次年度会長・藤江次年度幹事、鈴木会長、前田幹
事、理事役員の皆様1年間お疲れさまでした。次年度もご
協力宜しくお願いいたします。

◆鈴木会長・前田幹事、１年間ご協力ご支援ありがとうござ
いました。
◆宇田川君、会員の皆様、親睦委員の皆様、１年間のご協
力ありがとうございました。あと１回しっかり締めて引き継ぎ
したく思っています。

～ロータリーの原点は親睦・友人も作れるところ～

ガバナー補佐挨拶
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